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概要

コンデンサを複数個組み合わせることによって，静電容量や耐電圧を調整するこ
とができる．ここではコンデンサを並列または直列に接続した場合，合計の静電容量
がどのようになるのかを説明する．

1 コンデンの並列接続
図??のように複数個のコンデンサを接続する方法を並列接続という．図??に示す 3つの
コンデンサの静電容量をそれぞれC1,C2,C3[F]とすると，a, b間の電圧は V[V]であるこ
とから以下の関係が言える．

Q1 = C1V, Q2 = C2V, Q3 = C3V (1)

Q1,Q2,Q3はそれぞれのコンデンサに蓄えられる電荷量である．ここでコンデンサ全体で
蓄えられる電荷量Qを考えると，Q = Q1 +Q2 +Q3であることから，a, b間での合計の静
電容量Cは，

C =
Q
V
=

(C1 +C2 +C3) V
V

= C1 +C2 +C3 (2)

となり，各コンデンサに蓄えれる電荷量は静電容量に比例している．
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図 1: コンデンサの並列接続

2 コンデンの直列接続
図 2のように複数個のコンデンサを接続する方法を直列接続という．a, b間では電流が
流れるべき道は一つであるため，各コンデンサに蓄えられる電荷量は全て同じ Q[C]であ
り，各コンデンサでは以下の関係が成り立つ．

V1 =
Q
C1
, V2 =

Q
C2
, V3 =

Q
C3

(3)

また a, b間での電圧降下は各コンデンサでの電圧降下の和として

V = V1 + V2 + V3 (4)

となるから，合計の静電容量Cは

C =
Q
V
=

Q(
1

C1
+ 1

C2
+ 1

C3

)
Q

Q

=
1

1
C1
+ 1

C2
+ 1

C3

(5)

であり，
1
C
=

1
C1
+

1
C2
+

1
C3

(6)

となる．各コンデンサでの電圧降下は，静電容量に反比例している．

3 演習問題
• [練習 1]教科書 [1]p.47,例題 3・5

• [練習 2]教科書 [1]p.48,例題 3・6

• [練習 3]教科書 [1]p.48,例題 3・7
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図 2: コンデンサの直列接続
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